
○概　評

1.利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

⇒特性に応じて活動スペースを1階と2階に分けているが、人数が偏る場合がある。

6.業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。

⇒取り組みを考える機会が少ない。そのため行動につながっていない。

45.事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。

⇒現状、取り組みができていない。

27.地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して

　支援を行う体制を整えているか。

⇒自立支援協議会等、参加して連携できる関係づくりには努めている。

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目（放課後等デイサービス、児童発達支援、保育所等訪問支援については「いいえ」とし
た項目）の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入してくださ
い。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

継続

継続

継続

継続

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状
況を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項目
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）
内容および進捗状況

26.放課後児童クラブや児童館と
の交流や、障がいのない子どもと
活動する機会がある。

グループとしてキッチンカーを招いたり子ども食堂を開催したり
活動を行った。その中に参加する機会を持つことができた。

2024年度中

27.(地域自立支援)協議会等へ積
極的に参加している。

施設の管理者中心に参加する機会ができた。 2024年度中

38．緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マニュア
ルを策定し職員や保護者に周知
している。

マニュアルを策定しているが、職員や保護者様への周知は弱
かった。

2024年度中

2024年度中
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【参考様式】

策定日：

事業・サービス名：

施設・事業所名： ウィズ・ユー栗東小平井

自己評価項目
評価
結果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責 任 者
備　　考

(必要な予算等)

サ ー ビ ス 改 善 計 画 書

令和7年3月11日

1.利用定員が発達支
援室等のスペースと
の関係で適切である
か。

特性に応じて活動スペース
を1階と2階に分けている
が、人数が偏る場合があ
る。

日によって利用者の人数を
調整できるように心がけ
る。また職員配置もそれに
合わせて配置する。

2025年度中 管理者
経費がかかる場
合、事業所経費よ
り支出

放課後等デイサービス
児童発達支援

経費がかかる場
合、事業所経費よ
り支出

45.事業所の行事に地
域住民を招待する
等、地域に開かれた
事業運営を図ってい
るか。

施設単体では取り組みがで
きていなかった。

施設単体では企画等に要す
る時間を捻出できないの
で、グループでの取り組み
の際に施設から参加できる
流れを作っていく。

2025年度中 管理者
経費がかかる場
合、事業所経費よ
り支出

6.業務改善を進める
ためのPDCA サイクル
（目標設定と振り返
り）に、広く職員が
参画しているか。

まず計画を練る機会が少な
かった。計画にそった行動
も起こす機会が少なかっ
た。

朝礼等を活用し、PDCAを回
す機会を作っていく。

2025年度中 管理者
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